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第14回年金友の会
ゲートボール大会

当
Ｊ
Ａ
年
金
友
の
会
は
九
月
六

日
、
大
津
み
な
と
公
園
で
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
競
技
を
通
じ
、
年
金

友
の
会
会
員
の
交
流
と
、
健
康
増

進
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
毎
年

行
わ
れ
て
い
て
、
今
回
で
十
四
回

目
と
な
り
ま
す
。

大
会
に
は
二
十
四
チ
ー
ム
一
四

二
名
が
参
加
。
最
高
齢
九
十
三
歳

の
浜
田
タ
セ
さ
ん
（
七
目
ク
ラ

ブ
）
を
筆
頭
に
、
八
十
五
歳
以
上

の
選
手
が
十
八
名
と
、
元
気
な
お

年
寄
り
が
多
い
大
会
で
し
た
。

年
金
友
の
会
各
支
部
を
代
表
す

る
チ
ー
ム
で
競
う
大
会
と
あ
っ
て
、

ど
の
コ
ー
ト
も
白
熱
し
た
試
合
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
と
同
じ

く
ベ
ス
ト
4
に
三
チ
ー
ム
が
勝
ち

残
っ
た
福
江
地
区
、
今
年
も
強
さ

が
際
立
ち
ま
し
た
。
決
勝
で
は
久

賀
チ
ー
ム
を
退
け
年
輪
会
チ
ー
ム

が
優
勝
、
昨
年
準
優
勝
の
雪
辱
を

果
た
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

開
会
式
で
橋
詰
覺
組
合
長
は

「
年
金
友
の
会
は
、
農
協
を
拠
り

所
と
し
て
、
健
康
で
楽
し
い
生
き

が
い
の
あ
る
人
生
を
送
る
こ
と
を

目
的
に
各
種
活
動
を
行
っ
て
い

る
」
と
意
義
を
強
調
、
会
員
の
Ｊ

Ａ
事
業
へ
の
貢
献
に
も
感
謝
し
ま

し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
で
き
る
機
会
を
毎

年
つ
く
っ
て
も
ら
っ
て
嬉
し
い
」

と
感
謝
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

優勝は年年輪輪会会

優優勝勝ししたた年年輪輪会会チチーームム（（木木場場支支部部））

第第11ゲゲーートト通通過過にに安安堵堵のの笑笑顔顔

準準優優勝勝のの久久賀賀チチーームム（（久久賀賀支支部部））

敢闘賞（4位）の
七十八女チーム（三井楽支部）

3位の籠渕チーム
（木場支部）

昨年に引き続き
福江地区の強さ際立つ
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当
Ｊ
Ａ
青
年
部
は
九
月
十
六
日
、

五
島
市
中
央
公
園
多
目
的
広
場
で

平
成
二
十
八
年
度
親
睦
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

部
員
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
大
会
に
は
、
部
員
や
関

係
機
関
な
ど
お
よ
そ
七
十
名
が
参

加
。好
プ
レ
ー
に
歓
声
、珍
プ
レ
ー

に
笑
い
声
と
、
楽
し
く
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
橋
詰
覺
組
合
長
が

「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
交
流
を
深

め
て
も
ら
い
た
い
。
Ｊ
Ａ
と
し
て

も
青
年
部
発
展
の
た
め
に
何
が
で

き
る
か
検
討
し
て
い
く
」
と
あ
い

さ
つ
、
青
年
部
か
ら
の
要
望
に
も

応
え
て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

結
果
は
連
覇
を
目
指
し
た
西

部
・
三
井
楽
支
部
を
決
勝
戦
で
本

山
支
部
が
破
っ
て
優
勝
。
大
会
終

了
後
に
は
、
地
元
産
食
材
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
っ
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
、

部
員
間
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

― 親睦ソフトボール大会 ―

本山支部が優勝
逆転勝利で西部・三井楽支部の連覇阻む

惜しくも準優勝の西部・三井楽支部惜しくも準優勝の西部・三井楽支部

どの試合でも

笑顔が絶えない
楽しい
大会となりました

決
勝
戦
で
逆
転
打
を
放
っ
た

山
口
源
二
さ
ん（
本
山
支
部
）

が
最
優
秀
選
手
賞

決勝戦で最後の打者となり
悔しがる近藤部長

決勝戦で最後の打者となり
悔しがる近藤部長

4位の富江支部4位の富江支部

優勝した本山支部優勝した本山支部

3位決定戦は同点で勝敗つかず、じゃんけんで決戦

善戦するも予選敗退の福江支部善戦するも予選敗退の福江支部

3位の崎山支部3位の崎山支部

青年部の活動
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五
島
市
立
浜
窄
小
学
校
は
九
月

六
日
、ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー（
講

師
）
に
地
元
農
家
や
Ｊ
Ａ
職
員
を

招
き
、
同
校
の
敷
地
内
に
あ
る
畑

に
野
菜
の
種
ま
き
を
し
ま
し
た
。

野
菜
を
育
て
る
こ
と
で
、
児
童
が

栽
培
の
楽
し
さ
や
収
穫
の
喜
び
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
毎
年

行
っ
て
い
ま
す
。

栽
培
に
関
し
て
よ
り
深
い
経
験

を
、
と
招
か
れ
る
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
。
十
数
年
に
渡
り
児
童
を

指
導
し
て
い
る
地
元
農
家
の
吉
谷

豊
次
さ
ん
（
72
）
は
「
皆
さ
ん
の

家
で
は
野
菜
作
り
を
し
て
い
ま
す

か
？
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
聞
い
て

下
さ
い
。
一
生
懸
命
に
育
て
て
、

浜
っ
子
祭
り
で
使
え
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
」
と
児
童
に
呼
び
掛
け

て
い
ま
し
た
。

講
師
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

児
童
ら
は
畝
を
立
て
、
種
を
ま
き
、

土
を
被
せ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の

日
は
ニ
ン
ジ
ン
と
ダ
イ
コ
ン
の
種

を
ま
き
、
コ
ネ
ギ
の
球
根
と
種

ジ
ャ
ガ
を
植
え
ま
し
た
。ま
く（
植

え
る
）
際
に
児
童
ら
は
「
お
い
し

く
な
ー
れ
」
と
語
り
か
け
る
な
ど
、

楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

育
て
た
野
菜
は
同
校
が
十
二
月

に
開
催
す
る
「
浜
っ
子
祭
り
」
の

調
理
活
動
で
使
用
す
る
予
定
で
す
。

「おいしくなーれ」
収穫 楽しみ

－－浜浜窄窄小小学学校校野野菜菜種種ままきき－－

上五島支部交流会

九
月
六
日
、
当
Ｊ
Ａ
女
性
部

上
五
島
支
部
は
支
部
交
流
会
を

開
催
し
ま
し
た
。高
木
先
生（
Ｉ

タ
ー
ン
で
上
五
島
に
移
住
）
ご

指
導
の
下
、『
ヨ
ガ
』
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
。
心
と
体
を
整
え
ま
し

た
。
ヨ
ガ
の
後
は
手
ぬ
ぐ
い
一

枚
で
で
き
る
作
業
帽
子
『
さ
っ

と
カ
ブ
リ
ー
ナ
』を
作
り
ま
し
た
。

フレッシュミズ部会の活動

バーベキューと
ビンゴを楽しみました

おお腹腹をを満満たたししたた
後後ははビビンンゴゴ大大会会

女性部の活動

ヨガ体験ヨガ体験

さっとカブリーナ
（上の集合写真で着用）を作製
さっとカブリーナ
（上の集合写真で着用）を作製

親
子
の
集
い
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出
口
さ
ん
は
就
農
三
年
目
で
レ
タ
ス
四
〇
㌃
、

リ
ー
フ
レ
タ
ス
一
〇
㌃
、
高
菜
六
〇
㌃
を
作
付
け

（
予
定
）。
取
材
し
た
時
期
（
九
月
中
旬
）
は
高

菜
の
育
苗
を
し
て
い
ま
し
た
。

経
験
値
が
す
ご
い

農
業
を
志
し
た
の
は
二
十
年
ほ
ど
前
。
幼
い
頃

か
ら
農
家
で
あ
る
ご
両
親
と
と
も
に
農
作
業
を
し

て
い
て
、
物
心
が
つ
く
こ
ろ
に
は
農
業
を
す
る
こ

と
を
決
め
て
い
た
そ
う
で
す
。

月
日
は
流
れ
、
高
校
進
学
に
あ
た
り
、
農
業
経

営
に
魅
力
を
感
じ
始
め
て
い
た
出
口
さ
ん
。『
独

立
し
た
一
人
前
の
農
業
を
』
と
、
親
元
を
離
れ
諫

早
農
業
高
校
に
進
み
ま
し
た
。
在
学
中
は
学
校
で

の
勉
学
の
他
に
、
休
日
や
放
課
後
を
利
用
し
て
、

青
果
店
に
行
っ
て
話
を
聞
い
た
り
、
農
園
で
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
た
り
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

卒
業
後
は
更
に
知
識
・
経
験
を
得
る
た
め
に
二

年
ほ
ど
日
本
各
地
の
先
進
農
家
を
渡
り
歩
い
た
の

ち
、
単
身
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
。
異
国
の
地
、
数

多
く
の
農
家
で
働
く
こ
と
二
年
三
ヶ
月
。
渡
豪
の

時
に
は
「
英
語
は
中
二
レ
ベ
ル
だ
っ
た
。
中
一
か

な
」
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
驚
き
で
す
。

学
び
か
ら
実
践
へ

栽
培
方
法
の
改
善
に
取
り
組
む
出
口
さ
ん
。
こ

れ
ま
で
に
は
、
高
菜
栽
培
に
お
い
て
全
面
施
肥
か

ら
側
条
施
肥
へ
の
変
更
や
畑
で
の
ば
ら
撒
き
育
苗

か
ら
セ
ル
ト
レ
イ
育
苗
に
挑
む
な
ど
し
て
き
ま
し

た
。

今
年
の
夏

は
以
前
働
い

て
い
た
群
馬

県
の
農
家
へ

研
修
に
行
っ

た
そ
う
で
、

十
日
ほ
ど
滞

在
し
た
と
の

こ
と
。
特
に

殺
虫
・
殺
菌

の
こ
と
に
つ

い
て「
根
掘

り
葉
掘
り
聞

い
て
き
た
」

と
い
う
こ
と

で
す
。目

標
へ
着
々

目
標
は
？
と
の
問
い
に
「
稼
ぐ
こ
と
。（
売
上

げ
）
一
億
円
」
と
出
口
さ
ん
。
た
だ
、
儲
け
た
い

の
で
は
な
く
、
人
を
雇
っ
て
、
自
身
の
手
取
り
は

一
千
万
あ
れ
ば
十
分
、
家
族
が
生
活
で
き
て
少
し

贅
沢
で
き
れ
ば
、
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

雇
用
に
つ
い
て
「
な
る
べ
く
な
ら
農
業
に
興
味

が
あ
る
若
い
方
に
来
て
ほ
し
い
」
と
語
る
出
口
さ

ん
。
ま
だ
就
農
三
年
目
、
働
い
て
い
た
だ
く
方
の

『
研
修
』
と
な
る
ほ
ど
の
レ
ベ
ル
で
は
な
い
と
し

な
が
ら
「（
成
功
ま
で
の
）
プ
ロ
セ
ス
を
見
た
い

方
も
い
る
と
思
う
。
始
ま
り
は
ど
う
だ
っ
た
ん
だ

ろ
う
と
」

今
回
は
昨
年
『
Ｊ
Ａ
青
年
の
主
張
』
を
し
た
出

口
翔
さ
ん
。
そ
の
時
の
発
表
と
改
め
て
行
っ
た
取

材
か
ら
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

太陽と緑
五島がうまい

の
立役者 NO．76

仲
間
を
つ
く
る
農
業
経
営
に
期
待

五
島
市
富
江
町

で
ぐ
ち

し
ょ
う

出
口

翔
さ
ん（
25
）
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当
Ｊ
Ａ
は
九
月
二
十

六
日
、
本
山
地
区
の
和

牛
共
進
会
を
本
山
農
業

倉
庫
前
の
広
場
で
行
い

ま
し
た
。
最
高
賞
と
な

る
名
誉
賞
は
一
区
首
席

の
青
山
一
美
さ
ん
出
品

「
さ
り
な
号
」（
父「
安

福
久
」、
母
の
父
「
勝

忠
平
」、
母
の
母
の
父

「
安
平
」）。
発
育
良
好
、

特
に
横
か
ら
見
た
時
の

美
し
さ
、
品
位
が
強
く

出
て
い
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
て
の
受
賞
で
し
た
。

出
品
区
分
は
、
雌
を

一
定
範
囲
の
月
齢
に
分

け
て
、
一
区
か
ら
三
区

ま
で
設
定
し
て
実
施
。

二
四
頭
の
出
品
（
う
ち

三
頭
が
欠
場
）
が
あ
り

ま
し
た
。
関
係
機
関
か

ら
四
名
と
Ｊ
Ａ
職
員
二

名
が
審
査
委
員
を
務
め
、

個
体
審
査
、
比
較
審

査
・
序
列
決
定
と
厳
正

に
審
査
し
ま
し
た
。

審
査
委
員
長
を
務
め

た
五
島
家
畜
保
健
衛
生

所
の
向
原
所
長
は
「
各

区
と
も
発
育
良
好
、
品
位

の
あ
る
牛
が
勢
揃
い
で
審

査
に
苦
労
し
た
。
た
だ
、

爪
の
伸
び
て
い
る
牛
が
い

た
。
今
後
の
発
育
、
連
産

に
お
い
て
体
上
線
や
爪
は

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

の
で
気
掛
け
て
ほ
し
い
」

と
審
査
報
告
し
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
は
九
月
二
十
六

日
、
富
江
選
果
場
で
五
島

ル
ビ
ー
（
高
い
糖
度
と
皮

の
薄
さ
、
鮮
紅
色
が
特
徴

の
中
玉
ト
マ
ト
）
の
出
荷

目
揃
え
会
を
行
い
ま
し
た
。

出
荷
規
格
を
確
認
、
特
に

出
荷
時
の
色
目
に
つ
い
て

協
議
、
統
一
を
図
り
ま
し

た
。今

年
作
は
作
付
面
積

一
・
六
㌶
（
前
年
一
・
七

㌶
）
で
一
六
一
㌧
（
同
一

六
一
㌧
）
の
販
売
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
初
出
荷
は

九
月
六
日
、
例
年
よ
り
二

週
間
ほ
ど
早
い
で
す
。
十

月
下
旬
か
ら
出
荷
最
盛
期

と
な
る
見
込
み
。
現
在
の

出
荷
時
の
糖
度
は
六
〜
七

度
で
、
今
後
益
々
そ
の
糖

度
を
増
し
て
い
き
ま
す
。

目
揃
え
会
に
参
加
し
た

生
産
者
は
「
今
の
時
期

（
九
・
十
月
）
は
特
に
市

場
と
連
絡
を
密
に
取
っ
て
、

市
場
（
及
び
販
売
先
）
の

意
見
を
聞
い
て
生
産
者
へ

繋
い
で
欲
し
い
」
と
Ｊ
Ａ

担
当
者
へ
要
望
し
て
い
ま

し
た
。

五五島島ルルビビーー出出荷荷中中
－平成28年作 五島ルビー目揃え会－

地地地地地地地地地地地地地
区区区区区区区区区区区区区
別別別別別別別別別別別別別
和和和和和和和和和和和和和
牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛
共共共共共共共共共共共共共
進進進進進進進進進進進進進
会会会会会会会会会会会会会
、、、、、、、、、、、、、始始始始始始始始始始始始始
ままままままままままままま
るるるるるるるるるるるるる
。。。。。。。。。。。。。

－
第
十
三
回
ご
と
う
農
協
地
区
別
和
牛
共
進
会（
本
山
地
区
）－

1区（若雌の1）：13ヶ月以上15ヶ月未満
母の母の父
安平
勝忠平
安平

2区（若雌の2）：15ヶ月以上17ヶ月未満
安平
安平

3区（若雌の3）：17ヶ月以上20ヶ月未満
福栄
安平
平茂勝

母の父
勝忠平
安福久
百合茂

勝忠平
勝忠平

平茂晴
百合茂
平茂晴

父
安福久
平茂晴
安福久

安福久
安福久

百合茂
安福久
安福久

名号
さりな
はやか
めりな

さえこ
めるも

みつゆり
さくら
みえ20

出品者名
青山一美
藤田道則
青山一美

木場勝利志
尾崎康裕

荒木善弘
山下道博
山口英敏

序列
首席
2席
3席

首席
2席

首席
2席
3席

審
査
中

名誉賞の“さりな号”青山一美さん

入念に色目の確認

基準日：平成28年9月26日

3区で首席の
“みつゆり号”荒木善弘さん

2区で首席の
“さえこ号”木場勝利志さん
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当
Ｊ
Ａ
は
九
月
十
三
日
、
十
四
日
の

両
日
、
五
島
家
畜
市
場
で
平
成
二
十
八

年
九
月
期
せ
り
市
を
開
催
し
ま
し
た
。

子
牛
の
平
均
取
引
価
格
は
八
五
万
九
六

八
六
円
、
㌔
単
価
は
三
一
三
七
円
（
雌

三
〇
一
九
円
、
去
勢
三
二
三
七
円
）。

前
回
（
七
月
開
催
）
の
久
々
の
下
げ
か

ら
一
転
、
過
去
最
高
価
格
を
更
新
す
る

高
値
取
引
と
な
り
ま
し
た
。

一
八
二
戸
の
畜
産
農
家
が
子
牛
五
一

七
頭
（
前
回
四
四
九
頭
）、
成
牛
四
三

頭
、
計
五
六
〇
頭
の
黒
毛
和
種
を
上
場
。

子
牛
の
最
高
価
格
は
一
一
九
万
一
六
〇

円
、
成
牛
の
平
均
取
引
価
格
は
三
五
万

九
三
八
九
円
で
し
た
。

今
回
の
せ
り
市
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
畜
産

担
当
者
は
「
子
牛
は
前
回
と
比
べ
、
雌

で
五
㌔
、
去
勢
で
三
㌔
ほ
ど
小
さ
か
っ

た
が
、
八
月
か
ら
の
全
国
的
な
値
上
げ

傾
向
も
あ
り
、
更
な
る
高
値
更
新
（
平

均
取
引
価
格
）
と

な
っ
た
。
五
月
か
ら

の
新
規
購
買
者
（
子

牛
）
が
定
着
、
繁
殖

素
牛
購
買
者
も
徐
々

に
増
え
て
い
て
安
定

し
て
い
る
」
と
振
り

返
っ
た
。

今
後
、
Ｊ
Ａ
で
は

農
家
へ
、
飼
養
管
理

の
指
導
は
も
ち
ろ
ん
、

経
営
面
に
お
い
て
も

高
値
相
場
の
う
ち
に

経
営
体
力
の
強
化
を

図
る
よ
う
指
導
し
て

い
き
ま
す
。

九
月
三
日
、
第
四
十
回
九
州
管
内
系

統
和
牛
枝
肉
共
励
会
が
Ｊ
Ａ
全
農
ミ
ー

ト
フ
ー
ズ
九
州
支
社
（
福
岡
県
太
宰
府

市
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
九
州
・
沖

縄
の
八
県
か
ら
各
県
一
七
頭
ず
つ
計
一

三
六
頭
を
出
品
。
枝
肉
を
評
価
し
て
個

人
賞
や
団
体
賞
を
決
め
ま
し
た
。
各
県

（
経
済
連
）
で
競
う
団
体
優
秀
賞
は
鹿

児
島
が
受
賞
、
長
崎
は
六
位
で
し
た
。

こ
の
共
励
会
に
五
島
産
素
牛
は
四
頭

の
出
品
で
、
最
も
肉
質
等
級
の
高
い
五

等
級
が
二
頭
、
続
く
四
等
級
が
二
頭
。

安
定
し
た
成
績
で
五
島
産
素
牛
の
評
価

向
上
に
繋
が
る
共
励
会
と
な
り
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
の
青
色
申
告
会
は
九
月
二
日
、

本
店
で
平
成
二
十
八
年
度
の
役
員
総
会

を
開
き
ま
し
た
。
二
十
七
年
度
事
業
取

り
組
み
状
況
の
報
告
や
今
年
度
の
事
業

計
画
を
協
議
、
二
年
に
一
度
の
役
員
改

選
も
行
い
ま
し
た
。

同
申
告
会
は
会
員
の
納
税
意
識
の
高

揚
と
税
務
経
理
技
術
の
向
上
に
努
め
る

と
と
も
に
、
農
業
経
営
の
改
善
合
理
化

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
二
〇
〇
九

年
に
設
立
。
Ｊ
Ａ
や
税
理
士
に
処
理
を

依
頼
す
る
こ
と
で
、
よ
り
簡
単
で
正
確

な
申
告
を
行
っ
て
い
ま
す
。

会
員
数
は
二
十
八
年
四
月
末
で
青
色

が
二
六
五
名
、
白
色
が
一
三
五
名
。
役

員
改
選
に
よ
り
、
会
長
と
な
っ
た
橋
下

繁
子
さ
ん
は
「
申
告
会
の
取
り
組
み
は
、

農
業
者
に
と
っ
て
本
当
に
良
い
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
の
役
割
を
果
た

す
た
め
に
も
、
会
員
数
を
増
や
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
出
席
者
へ
加
入
推
進
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
で
は
青
色
申
告
制
度
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
新
規
加
入

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
農
業
経
営
診

断
に
よ
り
会
員
の
農
業
経
営
の
向
上
に

繋
げ
た
い
考
え
で
す
。

雌雌雌雌雌雌雌雌雌雌雌・・・・・・・・・・・去去去去去去去去去去去
勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢
ととととととととととと
ももももももももももも
ににににににににににに
㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔
単単単単単単単単単単単
価価価価価価価価価価価
三三三三三三三三三三三
千千千千千千千千千千千
円円円円円円円円円円円
超超超超超超超超超超超

－

九
月
期
せ
り
市－

前回比
（％）
103．0
103．9
102．9

平均体重
（㎏）
264
284
274

㎏単価
（円）
3，019
3，237
3，137

平均価格
（円）
795，568
918，799
859，686

最高価格
（円）
1，190，160
1，182，600
1，190，160

落札価格
（円）

182，686，000
228，849，000
411，535，000

売却
（頭）
248
269
517

性別
メス
去勢
合計

知知
っっ
てて
欲欲
しし
いい
申申
告告
会会

－

平
成
二
十
八
年
度
青
色
申
告
会
役
員
総
会－

五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五
島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島
産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産
素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素
牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛
のののののののののののののののののののののののののののののののののののの
出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出
品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品
はははははははははははははははははははははははははははははははははははは
四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四
頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭

－

第
四
十
回
九
州
管
内
系
統
和
牛
枝
肉
共
励
会－

平成28年9月せり市成績表（子牛）

高値更新のせり市
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当
Ｊ
Ａ
は
九
月
十
六
日
、

Ｊ
Ａ
福
江
支
店
二
階
で

「
Ｊ
Ａ
共
済
小
・
中
学
生

書
道
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
Ｊ

Ａ
コ
ン
ク
ー
ル
（
当
Ｊ
Ａ

管
内
の
小
・
中
学
生
が
対

象
）を
行
い
ま
し
た
。「
書

道
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
共
済
事

業
の
相
互
扶
助
・
思
い
や
り

の
精
神
を
、
次
代
を
担
う

小
・
中
学
生
に
伝
え
て
い
く

と
と
も
に
、
児
童
・
生
徒
の

書
写
教
育
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
管
内
の
小
・
中
学

校
か
ら
、
小
学
生
半
紙
の
部

一
八
六
三
点
（
昨
年
一
九
五

一
点
）、
条
幅
の
部
八
四
点

（
同
一
四
七
点
）、
中
学
生

半
紙
の
部
一
三
三
八
点
（
同

一
四
五
〇
点
）、
条
幅
の
部

二
二
点
（
同
四
七
点
）
の
応

募
が
あ
り
、
小
学
生
一
八
六

七
名
、
中
学
生
一
三
五
〇
名

に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
審
査
会
で
は
外
部
よ
り

二
名
の
有
識
者
を
審
査
員
と

し
て
招
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

審
査
員
を
務
め
た
江
頭
久

美
先
生
は
「
書
道
の
指
導
者

が
高
齢
化
等
で
減
っ
て
い
く

と
（
書
道
の
）
レ
ベ
ル
が
低

下
す
る
の
で
は
な
い
か
と
危

惧
す
る
。
せ
っ
か
く
開
く
コ

ン
ク
ー
ル
、
夏
休
み
に
子
供

た
ち
を
集
め
て
、
指
導
者
を

呼
び
練
習
さ
せ
て
、
競
書
大

会
を
や
っ
て
み
て
は
ど
う

か
」
と
貴
重
な
ご
意
見
も
頂

き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
代
表
と
し
て
選
出
す

る
作
品
は
条
幅
・
半
紙
の
部

と
も
各
学
年
か
ら
三
点
を
県

コ
ン
ク
ー
ル
へ
出
品
、
県
コ

ン
ク
ー
ル
で
各
部
・
学
年
の

最
高
位
一
点
の
み
が
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
へ
出
品
さ
れ
ま
す
。

次
第

1

議
案
事
項

議
案
№
1

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

①
女
性
部
加
工
施
設
改
修
工
事
に
つ
い
て

②
重
要
鍵
管
理
機
設
置
に
つ
い
て

③
岐
宿
低
温
貯
蔵
施
設
扉
改
修
工
事
に

つ
い
て

議
案
№
2

固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

①
大
浜
給
油
所
解
体
工
事
に
つ
い
て

議
案
№
3

出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て

議
案
そ
の
他

2

報
告
事
項

報
告
№
1

主
な
事
業
経
過
と
行
事
予
定

に
つ
い
て

報
告
№
2

主
要
事
業
八
月
末
計
画
と
実

績
に
つ
い
て

報
告
№
3

産
直
市
場「
五
島
が
う
ま
い
」

八
月
末
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
4

平
成
二
十
八
年
八
月
末
食
肉

販
売
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
5

平
成
二
十
八
年
九
月
期
県
内

家
畜
市
場
市
況
に
つ
い
て

報
告
№
6

農
協
法
改
正
に
伴
う
「
新
た

な
理
事
構
成
要
件
」
へ
の
対
応
に
つ
い
て

報
告
№
7

固
定
資
産
の
入
札
結
果
に
つ

い
て①

本
店
事
務
所
無
停
電
電
源
装
置
工
事

②
山
内
農
業
倉
庫
冷
却
機
取
替
工
事

報
告
№
8

貸
付
金
の
実
行
に
つ
い
て

報
告
そ
の
他

①
平
成
二
十
八
年
度
下
期
理
事
会
の
開

催
日
程
に
つ
い
て

以
上
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た

ＪＡ共済
全国小・中学生
書道コンクール

は、今年で６０周年

平
成
二
十
八
年
度

第
六
回
理
事
会

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
八
日
㈬
開
催

ＪＡ共済
ＪＡコンクールを開催しましたＪＡコンクールを開催しました

半紙の部半紙の部

小
・
中
学
生

書
道
コ
ン
ク
ー
ル
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冨川職員に優秀賞冨冨川川職職員員にに優優秀秀賞賞
JA-SSドライブウェイサービス競技会
9月11日、JA島原雲仙のなんこう金山給油所
で開催された JA-SS ドライブウェイサービス競
技会に、当 JAよりフル部門に岩田職員（本山給
油所）、セルフ部門に冨川職員（SS本店）が出場、
冨川職員が優秀賞（第2位）でした。
競技会は県下 JAより、フル部門14名、セルフ
部門7名で争われました。
本番前の9月9日には SS本店で模擬競技会を
行い、競技者の士気を高めました。

経済部からお知らせします

模擬競技会での岩田職員

賞状を受け取る
冨川職員
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編
集
後
記

住所：〒853‐0041 五島市籠淵町2450番地1
電話：0959‐88‐9933 FAX：0959‐88‐9922
営業時間：9時～19時
※農家レストランは10時30分～15時（予約については別途）
※土日限定バイキング 11時～15時
料金 大人：1，080円 子ども：600円（小学生以下）

定休日：原則年中無休

『
一
度
は
島
外
に
出
た
ほ
う

が
良
い
』
誌
面
五
ペ
ー
ジ
掲
載

の
出
口
翔
さ
ん
と
お
話
し
さ
せ

て
頂
い
て
、
改
め
て
そ
う
思
い

ま
し
た
。
島
内
で
は
得
難
い
経

験
を
得
ら
れ
る
場
所
。
経
験
は

新
た
な
選
択
肢
を
も
た
ら
す
と

と
も
に
自
信
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。経

験
を
積
み
、
自
ら
考
え
た

新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
や
方
策
が

五
島
で
生
ま
れ
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
行

動
を
後
押
し
す
る
環
境
作
り
や
、

的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
で
き
る

よ
う
な
人
・
組
織
で
あ
り
た
い

も
の
で
す
。

話
し
は
変
わ
り
ま
し
て
、
今

月
号
の
表
紙
は
地
区
別
和
牛
共

進
会
。
本
山
地
区
以
外
の
各
地

区
は
十
月
中
の
開
催
で
す
。
来

年
開
催
の
宮
城
全
共
へ
の
機
運

を
少
し
で
も
高
め
ら
れ
る
よ
う

な
誌
面
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
す
。無
骨
な
私
で
は『
お
し
ゃ

れ
』と
か『
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
』

な
誌
面
作
り
は
難
し
い
の
で
、

違
っ
た
角
度
か
ら
構
想
を
練
っ

て
お
り
ま
す
。（

竹
山

幸
弘
）
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